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学級経営の意味と課題 

 

赤坂 真二（上越教育大学教職大学院） 

 

要   旨 

 

新学習指導要領において意味の再確認がなされた学級経営は，学習の成立，教科指導，特別支援教育などの視点か

らもその重要性が指摘される。しかし，その成り立ちの経緯から教育現場では多様な捉えが存在し，明確な定義が見

当たらない状況である。今後は学級経営に関する科学的根拠をもった実践研究の積み重ねと共に学級経営を学ぶ体制

の整備が求められる。 

 

キーワード 
学級経営の充実，正統的周辺参加，教科指導，特別支援教育，科学的根拠   

 

 

１ 新学習指導要領と学級経営 

 

新学習指導要領における学級経営の位置づけとして注目されるのが，「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特

別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（平成 28 年 12 月 21 日 中央教育審議会）

（以下，「答申」）である。「答申」の第 1 部第８章「１．学習活動や学校生活の基盤となる学級経営の充実」にお

いて「総則においても，小・中・高等学校を通じた学級・ホームルーム経営の充実を図り，子供の学習活動や学校生

活の基盤としての学級という場を豊かなものとしていくことが重要である」との記述がなされた。これまでの総則で

は，「学級経営の充実」について記載していたのは小学校のみである。今回，初めて中学校，高等学校の学級経営，

ホームルームについて言及された。教科担任制，そして，初等中等教育の連続性の中で，学級経営の重要さが訴えら

れている。この背景として挙げられるのが，「子供たちの学習や生活における学校や学級の重要性」が，改めて捉え

直されたことである。では，学級の重要性とはどのようなものであろうか。「答申」が示す学級の主な役割を示す。 

・子供たちが様々な体験活動を通じて，生命の有限性や自然の大切さ，自分の価値を認識しつつ他者と協働する

ことの重要性などを，実感しながら理解できるようにする 

・全ての学校や学級に，発達障害を含めた障害のある子供たちが在籍する可能性があることを前提に，子供たち

一人一人の障害の状況や発達の段階に応じて、その力を伸ばしていく 

・教科書や教員の説明，様々な資料等から新たな知識を得たり，事象を観察して必要な情報を取り出したり，自

分の考えをまとめたり，友達の思いを受け止めながら自分の思いを伝えたり，学級で目的を共有して協働した

りすることができる 

 このように「生命，自然の大切さ，自分の価値の認識」，「他者との協働を学ぶ」，「一人一人の障害の状況や発

達の段階に応じて，その力を伸ばす」，「言語能力の育成」等の場としての役割が期待されていることがわかる。学

級は環境を含めた他者理解，自己理解，そしてそれを踏まえた自他とのかかわりを学び，それぞれの能力を伸長する

場としての機能が改めて確認され，それが小中高の連続性の中で充実させることの根拠となっている。 

 

 

２ 学習と学級経営 

 

 新学習指導要領によってその価値が改めて確認された学級経営であるが，どのように子どもたちの学びや成長に寄

与するのであろうか。この問いを考えるときに，注目されるのが Lave & Wenger が 1991 年に提唱した正統的周辺参

加（Legitimate Peripheral Participation: LPP）論である(1)。この LPP論が切り拓いた学習観について佐伯(1993)は，次の

ようにまとめる。「学習を教育とは独立の営みとしてみなす」「学習とは社会的実践（世の中のタメになることをや

ること）の一部である」「学習とは実践共同体への参加である」「学習とはアイデンティティの形成過程である」「学
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習とは，共同体の再生産，変容，変化のサイクルの中にある」「学習をコントロールするのは実践へのアクセスであ

る」(2)。学級経営という視点で特に注目されるのは，学習とは，共同体への参加という意味で，本質的に協働であり，

それは世の中に貢献すること（実践）であり，それによってアイデンティティが形成されていくとしたことだろう。

LPP論に立てば，子どもは，教師や教材によって学習するのではなく，学級や学校という環境の中で，主体的に学ぶ

存在だと捉えることができる。学習を個人的な営みとして捉えるのではなく，環境との相互作用として捉える枠組み

は，学級経営の意味を考えるときに有力な視点となる。新学習指導用要領が，社会の変化を見据え，変化に消極的に

対応するだけでなく自ら変化を起こすような主体的学習者たる子どもを育てようとするときに，LPP論に立つ学習観

は重要な示唆を与える。 

 

 

３ 教科指導と特別支援教育と学級経営   

 

 教育における学級経営の重要性を訴える主張は少なくない。例えば，Won & Won(2009，稲垣訳，2017)は，教育効

果の高い教師の特徴として「１ 学級経営がすばらしい ２ 子どもの学びと熟達のために授業を行うことを心得て

いる ３ 子どもの成功に対して前向きな期待をしている」の３点を挙げ，学級経営の重要性を指摘する(3)。また，

澤井（2016）は，「一人一人の能力を伸ばすことが，学習指導の要諦であり，授業の目指すべきテーマです」と言い

ながらも「そのために，大切にすべき視点は，集団の学力を高めること」と言い，「授業は教材４割，学級経営６割」

と指摘する(4)。また，全国各地の教室で師範授業をしている桂（2014）は，「同じ学年，同じ教材で，同じような授業

展開で授業を行うことがあります。でも，同じ授業にはなりません。なぜなら，各学級で子どもの実態が違うからで

す」と述べた上で「授業を支える学級経営は，授業の成否の鍵を握っています」と指摘する(5)。このように教師の指

導力を研究してきた立場や教科指導を研究してきた立場からも学級経営の重要性が指摘されている。 

 また，現在は通常の学級における特別支援を要する子どもの指導に悩む教師が少なくないと言われるが，通常の学

級における特別支援が機能するためには学級経営の視点は欠かせないだろう。障害の捉え方として近年注目されるのが，

ＩＣＦ（International Classification of Functioning, Disability and Health）である。厚生労働省によると，ＩＣＦとは，人間の生活機

能と障害の分類法として，2001 年５月，世界保健機関（ＷＨＯ）総会において採択されたもので，これまでのＷＨＯ国際障害分

類（ＩＣＩＤＨ）がマイナス面を分類するという考え方が中心であったのに対し，ＩＣＦは、生活機能というプラス面からみるように視点

を転換し，さらに環境因子等の観点を加えたものである(6)。ＩＣＦでは，障害を心身の機能の不具合ではなく，「やりにくさ」のある

状況と捉え，それを個人的な要因だけでなく，環境との相互作用の中で生じると捉える。ここでいう環境の中には，自然や道具だ

けでなく，人間関係や周囲の態度，そして教授することができるサービスなどが含まれる。つまり，障害とは「誰とどんなところにい

て，どのように処遇されているか」によって，軽くもなれば重くもなるというわけである。特別支援を要する子どもを含めて全ての子

どもたちの過ごしやすさ，学びやすさは，子どもひとりひとりの能力的なものに加えて，教師や他の子供たちとの関係性や態度，

配慮なども少なからぬ影響を受けているといえる。 

 

 

４ 学級経営の問題 

 
 様々な視点から重要性が示される学級経営であるが，学校現場の教師たちが自信をもってそれを実践しているか

どうかは異なる問題である。次に示すのは，筆者が担当した教員免許更新講習（テーマは学級経営）の際の受講者の

感想である。いずれも 20 年目の教師のものである。 

・何より私自身が学級づくりでつまずいていたので，今日はとても役立つ内容であった。授業研究などでよく「大

切なのは学級経営ですね」という言葉を耳にしてきたが，学級経営の具体像がうまくつかめず何をどうしたら

よいのか曖昧なまま，何となく１年が過ぎていくという繰り返しだった。（20 年目男性） 

・日頃実践していることに自分自身がこれでいいのかなと自信をなくしていることがいくつかあります。前はう

まくいったのに今はなかなかうまくいかない状況に子どもの変化に自分自身がうまく対応しきれていないのだ

と思います。（20 年目女性） 

 教職 20 年と言えば，指導的立場に立つ頃である。それでも学級経営に自信がもてず，学級経営とは何かを掴みあ

ぐね，更に，過去の成功体験が現在の成功を予期しないものとなっていて，経験を積むことが自信として醸成される

ことを阻害していることが窺われる。全てのベテラン層がこのような状況であるとは思われないが，筆者の開催する
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学級経営講座にはベテラン層が数多く出席していることも事実である。なぜ，このようなことが起こるのであろうか。

学級経営を学ぶことにおいてはいくつかの問題を指摘することができる。 

坂野(2017)は，「学部レベルの教員養成では，現在，教員免許法で明確に「学級経営」という科目が定められてい

ない」，「その内容は担当教員によりまちまち」，「「これをやれば学級経営ができる」という分析がきちんとした

形でなされていない」，「理論として精緻化されたものが確立されていない」などのことを指摘し，学級経営の問題

が，学部の教員養成から始まっていることを示唆する(7)。こうしたことの背景には，大学等における学級経営に関す

る学術的研究の乏しさが考えられるが，その理由として藤川（2012）は，次の三点を挙げる(8)。①学級経営が１年単

位の期間にわたる営みであり，時間単位で研究が可能な授業実践と比較すると，学校外の研究者が取り組みにくいこ

と。②大学における教員養成課程において，学級経営が独立した研究領域として確立していないことから，学級経営

を中心とする研究者が育ちづらいこと。③日本の学校における学級経営は，学級の規模，学級担任の役割といった学

校制度や，日本の学校文化に固有の営みと言え，大学が常に求められる国際的な学術研究として取り組みにくいこと

（〇数字は筆者）。また，藤森（2014）は，藤川（前掲）の①から③を支持しつつ，学級経営という領域が多種多様

（担任教師の能力，学級規模，子どもの発達段階，地域社会の関係など）な構造を抱えており，理論化や一般化が難

しい上に，それをしたとしても学校現場の当事者としてはあまりにも常識的で意義を見出すことが困難であることを

指摘している(9)。 

研究が進まないために理論の体系化がなされない。すると，学級経営論は，他者の成功体験に頼るか，民間の教育

運動に頼らざるを得なくなる。それらが決して精度が低いとか不正確というわけではないが，学術研究に裏付けられ

た根拠に基づく共通事項を教師が共有することが困難になる。従って，学級経営論は個々の教師の文化論になってし

まい，学級状態に差が生まれやすい土壌ができる。 

 

 

５ 学級経営の内容と方法 

 

では，その重要性が認識されながらも，その習得や上達には様々な課題が見出される学級経営とは何なのであろう

か。いわゆる「学級崩壊」等の問題に対応するために，国立政策研究所生徒指導研究センターが文部科学省と連携し

て 2005 年３月にまとめた「学級運営等の在り方をめぐる調査研究」においては，学級運営とは，生徒指導と相互支

持・促進しながら，「豊かな人間性，社会性を育成する」ものと示されている(10)。ちなみに，この報告書で使われて

いる「学級運営」という用語は，学級経営と基本的に同じ概念ということである。また，生徒指導提要（2008）では，

「この学級・ホームルームという場において、一人一人の児童生徒の成長発達が円滑にかつ確実に進むように、学校

経営の基本方針の下に、学級・ホームルームを単位として展開される様々な教育活動の成果が上がるよう諸条件を整

備し運営していくことが、学級経営・ホームルーム経営と言われるもの」とある。こうして見てくると，学級経営と

は，その営みそのものが，子どもたちの人間的発達をねらった教育指導である一方で，そこで実施される教育活動の

条件整備であることがわかる。つまり，学級経営は，教育内容をもった教育活動であると同時に，他の教育活動を促

進する条件整備であるといえるだろう。このように学級経営の内容は示唆されているが，学習指導要領上に明確な定

義は見当たらないのが現状である。 

 なぜ，学級経営の定義がなされないのであろうか。白松（2017）は，学級経営は「学級における担任の仕事の全て

に関わる用語」だと言う(11)。こうした学級経営のもつ多義性が定義づけを妨げる一つの要因であると指摘できるだろ

う。さらに白松（前掲）は，学級経営の歴史においていくつかの流れが存在することを指摘し，それを「狭義の学級

経営」と「広義の学級経営」とに分類する(12)。前者は，「教師の仕事の中心は授業である」という教育観に立ち，学

級における学習のための秩序の形成（条件整備）をねらいとする(13)。それに対し，後者は，「人間関係づくり」「集

団づくり」を包含し，「自治」という言葉からわかるように児童生徒の学級経営への参画を伝統的に尊重する(14)。学

級経営が定義されない故にこうした教育現場における複雑化した認識が見られる。 

 学校制度の発展と共に実践されてきた学級経営であるが，そもそも初めから概念的な複雑さがあったことが指摘で

きる。そうした流れを高橋（2010）は次のように整理している。大正末期以降，学級経営とは「集団づくり」とも呼

びうる営みを通し，豊かな人格形成を目指す教育指導の一環であり，その事が結果的に教科指導を行う際に必要な基

本的なしつけになるとも考えられていた(15)。そこに第二次世界大戦後，日本にアメリカ教育学が導入され，「条件整

備」としての学級経営も入ってきたが，これらは整理されないまま，さらに明治以来の，学級担任の職務全体と捉え

る考え方も一部で使用され続け，現在に至っている(16)。このようにして複数の意味が絡み合って，学級経営はわかり

づらく定義が難しいものとなっているようである。 
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しかし，その内容が複雑で定義が難しくても，現実の問題として，学校現場の教師たち，特に学級担任たちは学級

経営をしなくてはならない。それでは，学級を安定させるにはどのようにしたらいいのだろうか。新学習指導要領は，

「学級経営・ホームルーム経営の充実」について，「学習や生活の基盤として，教師と児童との信頼関係及び児童相

互のよりよい人間関係を育てるため，日頃から学級経営の充実を図ること」（第 1 章総則 第４児童の発達の支援 １

児童の発達を支える指導の充実(1)）と述べている。学級経営の機能向上には，教師と子ども，そして子ども同士の信

頼関係やよりよい人間関係が必要であることは窺える。しかし，これだけは具体性に欠ける。学級の機能向上につい

て，実践者は具体的な提案を行ってきている。横藤(2011)は，機能する学級経営の手順として，教育の縦糸と横糸から

なる「織物モデル」を提唱している(17)。教育の縦糸とは，「教師と生徒の上下関係を基礎とする関係づくり（しつけ

や返事，敬語，ルールなど）」であり，横糸とは「教師と子どものフラットな心の通う合いを豊かに絡ませて」いく

ことである(18)。横藤（前掲）と野中（2011）は，まず縦糸を張ること，つまり，教師と生徒の上下関係をつくり，そ

れから横糸を張る，つまり，教師と子どもの心の通い合いをしていくことと言う(19)。こうした経験知を，森田・山田

（2013）は，「個々のルールの徹底という形で上下関係を確立してから仲の良い水平関係」を確立してゆく指導重視

型の学級経営の方が児童の社会性の向上，ひいては順調な学級経営に有効である可能性を示唆したものと見なすほう

が矛盾が少ない」とし，「織物モデル」を実証的な研究によって裏付けた(20)。学級経営の学術研究の数が少ないのが

現状であるが，実践現場からの提案は数多く存在し，そのいくつかは研究によって裏付けられているものがある。 

これまでも集団教育の形をとるわが国の学校教育を支え，また，新学習指導要領においてその重要性が再確認され

た学級経営であるが，明確に定義がなされておらず，教師教育に位置付けられていないのが現状である。教師が学級

経営を学べるようにするためには，先達の業績を踏まえて，今後更なる学級経営に関する科学的根拠を示した実践研

究の蓄積が望まれる。そうしたプロセスにおいて，学級経営の研究方法の確立，基礎理論の構築と共に，教員養成か

ら教員研修までを見据えて学び続けることができる体制の整備をしていく必要がある。 
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「学級経営」研究の整理と今後の方向性 
 

阿部 隆幸（上越教育大学教職大学院） 

 
要   旨 

 
学校現場では授業や授業準備と同等に学級経営が大切であると認識している。反面，教育研究に目を向けると他の分野

領域と比較して学級経営の研究の蓄積が圧倒的に少ない。その現状と理由を過去の研究をもとに整理した。 

また，整理をもとに学校現場の必要性，世の中の動向を考慮して今後の学級経営研究の方向性を示した。その結果，(1) 

量的な調査研究を主に取り入れて「要因分析的研究」と「学級風土・実態測定」を結びつけて進めていくこと，(2)質的

な調査研究を主に取り入れて「実態把握的研究」と「個別の教師や子どもの事例」を結びつけて進めていくことが示唆

された。加えて(1)学級経営の研究蓄積が少ないので早急に研究を進めていくこと，(2)学習者中心の教育に見合った学級

経営研究を進めていくこと，(3)今の世の中に適した個人から見た学級への捉え直しが必要だという考えをまとめた。 

 
キーワード 

要因分析的研究，実地把握的研究，学級風土・実地測定，個別の教師や子どもの事例，エピソード記述 
 
 
１ 学級経営研究の現状 

 
小学校学習指導要領解説（総則編）（平成 29年 6月）には「学級経営」という言葉が 16回登場する。また，小学

校学習指導要領解説（平成 29年 6月）の中で最も「学級経営」という言葉を用いている解説が「特別活動編」であ
り，学級経営という用語が 32回登場する。このように文部科学省では「学級経営」の重要性を示してはいる。しか
し，書かれている内容を読めば「学級経営の内容は多岐にわたるが，学級集団としての質の高まりを目指したり，教

師と児童相互のよりよい人間関係を構築しようとしたりすることは，その中心的な内容である(1)」などのように学級

経営の重要性を示す表記にとどまり，定義は示していない。 
なぜ，定義づけができないのか。白松（2017）(2)は図 1を示し「なぜ，先生によって「学級経営」の意味すること

が異なる」のかと問いかけ「「学級経営」が学級における担任の全ての仕事に関わる用語だから」と説明している。 
「学級」という概念そのものは西洋から輸入されたものだが「学級」と聞いてイメージする内容や雰囲気はわたし

たち日本人と西洋の人たちとでは随分異なる。佐藤（2000）(4)

によると，英語の classは今日でも「授業」を意味する言葉と
して使っているという。授業を受けるひとかたまりの集団とい

う捉え方である。日本ではどうか。初めて学級経営という名称

が入った文献は，明治 45年（1912年）に澤正が著した「学級
経営」(5)と言われている。その中で澤は「級風は，教師の人格

を中心とし，児童の総合的人格を周囲として何等か特殊の風を

有するもの」と述べている。日本では，学級経営という言葉が

成立した当初から，学級を構成する集団に何らかの機能を感じ

取っていた，または，持たせようとしていたことがわかる。そ

して，それが今現在につながってきていると言える。 
学校教育関係者は，授業や生徒指導と同等に学級経営を大切

に考えている。例えば，平成 25年度に横浜市が市内の小・
中・特別支援学校の全県費負担教職員（正規）におこなった「教職員の業務に関する実態と意識の調査（有効回収

数：13,053人）」において「あなたが大切だと考えている業務は次のうちどれですか。特に大切だと考えているもの

を 4つまで選んでください」という質問において，上位３つが「授業（75.8％）」「授業準備（44.4％）」「学年・学級
経営（40.8％）」である(6)。 
ここで，学級経営の研究に目を向けてみる。石川（2016）(7)は，論文，図書・雑誌や博士論文などの学術情報で検

図 1 学級経営の範囲 
出所：白松（2017）(3)をもとに著者作成 
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索できるデータベース・サービスである CiNii(8)で 1945〜2014年間に学級経営をタイトルに持つ論文を全て収集し分

析したという。その結果，2005〜2014年の間，学級経営をタイトルに含む査読論文（複数の専門家による審査をう

けた論文）は 6 論文であった。また，1945〜2014年間に CiNiiで学級経営をタイトルに持つ論文は 1371 論文ある

が，「長い歴史があり，会員数が多い，教育学・心理学に関する学術誌」に掲載された論文は 6 論文であったとい

う。このことから，石川（2016）(9)は「一般雑誌においては，学級経営について多数論じられているが，学術研究の

促進発展を目的とする学者・研究者およびその援助者の団体の学術誌では，あまり研究されていないことが理解出来

た」としている。一般雑誌で多数論じられてきた学級経営論を藤川（2012）(10)は「教師たちが自らの実践の文脈に

沿って論じたものであり，実践者とは異なる観点で論じられたものはあまり見られない」とし，安藤（2013）(11)は

「学級経営実践論」として「それぞれに独自の子ども観や教師観を基盤とする学級像に基づく方法論の主張であっ

た」と整理している。つまり一般の学級経営論は授業実践者の主観，または主義主張の場が主であることがわかる。 
 
 
２ なぜ学級経営研究が乏しいのか 

 
なぜ，学校現場では学級経営が大切と考えられているにもかかわらず，学級経営の研究が乏しいのか。藤川

（2012）(12)はその理由を 4 点上げ，藤森（2014）(13)はこの 4 点に加えた 5 点を理由に挙げている。著者がまとめる

と表 1のようになる。 

１ 学級経営の営みが大概 1年スパンなので，学校外の研究者としては研究しづらい 
２ 大学における教員養成課程において学級経営が明示化されていない 
３ 学級経営領域が独立した研究領域として確立していない 
４ 日本の学校の学級経営は日本の学校文化特有のものであり，国際的な学術研究として取り組まれづらい 
５ 研究による科学化（理論化や一般化との換言可）が学級経営の実態にそぐわない部分がある 

1〜４は藤川，5は藤森の言葉を著者が要約 
表 1の 5において，藤森（2014）(14)は「研究の基本的な意義の一つとして，汎用性のある理論の構築があげられる

が，学級経営を行う際に必要とされるのは一般解ではなく，むしろ特殊解というケースが多い」とし「学級経営領域

が多種多様」な構造を抱えていることを指摘している。 
しかし，学校現場で語られる学級経営の内容が実践者の主観で語られることが主の「学級経営実践論」ばかりでは

（これらを否定するものではないが）学校教育全体の質の高まりが見られない。学級経営の研究を早急に進めなけれ

ばならない。石川（2016）は「高いレベルの論文でなくとも，研究方法を明らかにして，科学的根拠を示した実践研

究を蓄積し，教員養成段階から退職まで研修に使用することが必要であると思われる(15)」と指摘する。著者も同意

見である。 
 
 
３ 学級経営研究の方向性 

 
どのように学級経営研究を進めていけばよいか。これに関しては，2018年 3月に設立された「日本学級経営学

会」の研究ならびに研究成果，結果が待たれるところである。本学会は研究方法を明らかにして，科学的根拠を示し

た上で立場を超えて多様な在り方，考え方，進め方を蓄積していくことを目的としている(16)。その役目が果たせる

ことを期待している。 
この多様性であることを前提に，今後の学級経営の方向性を先行研究をもとに著者なりに整理してみたい。 
安藤（2013）は「学級を対象とする研究には，研究的視線の違いによっておおよそ３つのタイプがあることが理解

される(17)」として①【理念実現型実践研究】，②【要因分析的研究】，③【実態把握的研究】を挙げている。著者の

解釈では「理念実現型実践研究」とは先の「学級経営実践論」の発展形である。自分（たち）の考える学級経営の在

り方，考え方，進め方を研究のレベルまで進めようとするものである。多様性を前提とするのであればこの立場で研

究を進めていく割合も一定数必要であろう。しかし，研究的視野で学級経営を見るのであれば，客観的に判断しよう

とする「要因分析的研究」や「実態把握的研究」へ期待を込めたい。 

表 1 学級経営の研究が乏しい理由 
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また，安藤（2013）は別の視点から図 2のような「学級に関
する研究の分類図」を作成している。この図と「要因分析的研

究」や「実態把握的研究」を結びつけて今後の研究の方向性を

考えてみたい。 
学級経営が多様で多層で多機能であるために，単純に重なら

ないだろうが「要因分析的研究」は「学級風土・実態測定」と

重ねて，手法としては量的な調査方法を中心として指導者や学

習者の実態を探っていく形が一般的に研究の展開が可能であろ

う。例えば，遠藤ら（2019）(19)がある。この研究ではアクティ

ブ・ラーニングを促す授業を行う前後に，鈴木（1996）(20)の自

己効力測定尺度を用いて学習者の自己効力感に与える影響を調

べている。学習者への気持ちを問う形なので調査結果の妥当性

を高めるため，学習者の授業中の会話分析等も加えて研究をま

とめている。「高いレベルの論文でなくとも」「実践研究の蓄

積」が待たれる学級経営研究において，流通しているアセスメントを用いたり，一定の信頼性があると認められた尺

度を用いたりして学級の状態を解釈していくことは一つの方法として考えられるだろう。その際，質問紙調査以外に

他を組み合わせて研究結果の妥当性を高めていく必要がある。 
「実態把握的研究」は「個別の教師や子どもの事例」と重ねて，手法としては質的な調査方法を中心として学級集

団の一人ひとりである学習者や教師を丁寧に見取っていくことが考えられる。例えば，安藤（2013）(21)は学級社会

学の視点から「エスノグラフィーなどの方法論を使用」することを提案している。そこでは大辻（2003）(22)などを

取り上げて紹介し「学級での子供同士のやりとりに目を向け，そこに広がっている子どもたちの生活世界のリアリテ

ィを描き出すような研究(23)」が蓄積されていることを報告している。白松（2014）(24)は，ナラティブアプローチに

注目し「「ナラティブ・コミュニティ」として「学級」を捉え，ナラティブアプローチの分析枠組や分析概念を用い

ることで，今後の学級経営及び授業／学級づくりの関連化が促進できるのではないかと考える」と述べている。ま

た，著者としてはエピソード記述をこの方向の研究では取り入れてみたい。鯨岡（2005）(25)は保育という人と人と

が関わり合う場で起こることをできる限り忠実に伝えるものとして，エピソード記述という方法論を示した。例え

ば，今田（2017）(26)は，学級の中のＫくんという児童を 2年間丁寧に寄り添い，「子どもが学びに向かう」2つの視

点と 4つの授業研究の意義を導き出している。この研究では，大学院生が長期にわたり一つの教室に入り観察をして

いるが，現場の教師が自分自身がメタ認知をする方法，同じ勤務校や研究仲間同士が同僚性を発揮して進める方法な

どが考えられてよいだろう。後にも書くが，今後，学級集団を「集団」からではなく「個人」から見る必要性が増え

ると考えられる。そうした場合，集団として量的に見るよりも，個人として質的に見ていくことの重要性が増えてい

くであろう。 
 
 
４ 今後の視点として 

 
 最後に，学級経営研究を進めていくにあたり，今後，著者が考えていきたいことが 3つある。紙面の関係上，簡潔

な表現にとどめておくが，今後，機会があれば発表できるように研究を進めたい。 
 第一に，繰り返しになるが，高いレベルの論文でなくとも，研究方法を明らかにして，科学的根拠を示した実践研

究を蓄積する環境を整えたい。学級経営研究というフィールドが広がることでよりよい研究が広がるであろう。 
 第二に，アクティブ・ラーニングを代表に世の中は「学習者中心の教育」に移行してきている。学習者中心の学級

経営研究とはどういうものか考えていきたい。C.M.ライゲルースら（2018）(27)は，工業時代と情報時代の社会の決

定的な相違点を分析し，今日の世界において，生徒たちや地域社会が期待する教育・発達上のニーズを満たすことが

できる教育システムのビジョンを提示するとして，6つのコア・アイデアを紹介している。 
 第三に，学級崩壊，いじめ，不登校等から代表されるように，「集団」から学級を見ていくことに無理が生じてい

る可能性がある。「個人」から学級という集団を見ることができないか可能性を探ってみたい。内山（2016）(28)は三

上（2013）(29)を参考に「個人を社会とは分断したものと捉えるところからはじめる」ことが考えられて，それは

「学級づくり，集団づくりが学習（授業）の基盤となるというテーゼを転換することではないだろうか」と考察して

いる。例えば菊地（2019）(30)は学級の課題を話し合う際に一つの議題を全員で話し合う活動に無理があると感じ

ミクロな視点からの研究

マクロな視点からの研究

ミクロな視点になる
ほど学級の実態に近
づくことができる

マクロな視点になるほ
ど学級の制度の問題
を考えるようになる

歴史・制度

学級経営概念・方法

学級風土・実態測定

学級経営論

個別の 
教師や子どもの事例

図 2 学級に関する研究の分類図（安藤，2010） 
出所：安藤（2013）(18)をもとに著者作成 
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て，多数の課題の中から解決したい子どもたちがチームを組んで，改善を繰り返しながら取り組む「学級生活向上プ

ロジェクト」という活動を考案し、行っている。 
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学級経営に困難を抱える教師の支援 
――「対話」的支援の提案―― 

 

山田 洋一（北海道恵庭市立和光小学校） 
 

要   旨 

 
学級経営に困難を抱える教師への支援がうまくいかないのはなぜなのか。その要因を情報工学的モデルによって解明

し，それにかわるコミュニケーションとして，社会構成主義的なモデルを採用する。これによって学級経営に困難を

抱える教師のための効果的な支援の在り方をとらえ直し，その手法として「対話」的な支援を提案する。 

 
キーワード 

教師の支援，コミュニケーション， 対話 
 
 
１ はじめに 

 
学級経営に困難を抱える教師がいる。そうした教師たちは，よく「どうやって指導したら良いのでしょうね」とい

う疑問を口にして，周囲への支援を頼む。周囲の心ある教師たちは，それに善意で応じて改善策を伝授する。もちろ

ん，それで状況が改善される場合も多くあるが，一方で周囲の教師たちが，教師への支援や子供たちへの支援を繰り

返し行っても，状況が良くならない。または，むしろ悪くなるということも，しばしば学校現場では起きる。なぜ，

学校現場で学級経営に困難を感じている教師への支援がうまくいかない場合があるのだろうか。これが，本稿で論じ

たいことである。 
 
 
２ 教師支援の困難さ 

 
２．１ 支援が失敗するコミュニケーション 

学校現場において，学級で起きる諸課題に対する周囲の教師たちの支援の多くは，助言という形で，支援を必要と

する教師に伝えられる。それは，基本的には一方が伝え，一方がそれを聞くという構造をとる。また，聞き手はでき

るだけその通りに遂行する形で課題を改善しようと努める。つまり，一方向的なコミュニケーションがそこに存在し

ていると言え，このとき，支援する側は，自分が与えた学級経営に

関するあるまとまった情報が，被支援者に「正確に」「そのまま」伝

わるということを信じている。こうした「情報を有形のモノとして

捉え，情報の送り手と受け手の間にパイプのような流通経路があ

り，そのパイプにぽんと情報を投げ込めばそのまま受け手に内容が

伝わる，といったコミュニケーション観」を，工学的情報伝達モデ

ルにおいて「導管（Conduit）メタファー」と呼ぶ（図 1）（１）。 
若手教員の指導に携わる中堅，ベテラン教師たちが語る指導の困

難さの一つに「言ったとおりにできない」というものがある。この

「言ったとおりにできない」という言説には，「自分が言ったこと

は，言ったのだから伝わって良いはずだし，そのまま伝わって当然

だ」という考え方が表れており，そこには「導管メタファー」が存

在している。ここに教師支援の問題の一つがある。実は，支援者が

伝えたはずの「そのこと」が，被支援者に正確に伝わることはほと

んどない。筆者自身の経験においても，子供への指導に「甘さ」が

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 工学的な情報伝達モデル 

出所 中原淳, 長岡健（2009）『ダイアローグ 対

話する組織』ダイヤモンド社 
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見られた初任段階教員に，「今日のような場面では，もっと厳しく子供たちに接した方がいい」と指導したことがあ

った。私は，その場面に限った「厳しさ」を求めていたが，その教員はあらゆる場面でのことに適応されるものと受

け取った。それから，本来なら子供にやさしく接してあげた方が良い場面で厳しく接し，以前から「甘い」接し方だ

と感じられた場面では，そのまま子供たちに曖昧な指導を繰り返していた。その教員と子供たちの関係は，むしろ以

前より悪化していった。中原淳・長岡健（2009）は「導管メタファーでは『伝わらない何か』がある」とし，それを

「価値観や信念」だと指摘している（2）。「厳しい指導」「あたたかい指導」は価値であり，「伝わらない何か」である

と言える。もちろん，単なる手法の間違いを修正するのであれば助言は効果的であるに違いない。しかし，学級経営

に困難を抱えている教師の課題が，単に手法のみである場合は稀である。支援を必要としている教師への支援が，効

果をあげない理由の一つは以上のような一方向的なコミュニケーションの特性に起因するものである。 
 
２．２ 助言内容に関する再現の限界 

教師に「価値観や信念」に関わる情報を，伝えることはむずかしい。では，学級経営や授業の手法は伝えられるの

だろうか。たしかに，学級経営や授業の手法であれば，ある程度正確に，もれなく伝達することができそうだ。例え

ば，日直の仕事を画用紙に「朝の会の司会」「始業のあいさつ」「板書を消す」「帰りの会の司会」と書き，日直の子

供が仕事を遂行する度に札を裏返しにしていく。すると，厚紙の裏には「おつかれさま」と書いてある。こうした指

導に関わる手法であれば，情報は正しく伝わり，助言された教師はほぼ正確にこの手法を再現できるであろう。この

場合，「導管メタファー」を適応することができる。しかし，「なぜこうした取組が必要なのか」「こうした取組をす

ることで，どのような子供を育てようとするのか」と言われると，これは「価値観や信念」の域に達してしまう。例

えば，ベテラン教師が，記憶が苦手な子のためにこうした取組をし，日直の仕事を一つ遂行する度に，その子をしっ

かりほめているとしよう。それによって，その子の自尊感情を高めようとしているとすると，そうしたことまでは，

なかなか他の教師には伝わらない。ここにも，やはり「伝わらない何か（部分）」が存在していると言える。 
 次に，授業の手法についても考察を加える。岩下修（1991）は，自身が考える価値ある指導案の条件として「１ 

良い授業ができる」「２ 授業の腕が上がる」「３ 追試が可能である」の３点を挙げている(３)。また，これらを具

現するために「１ 中心になる発問・指示（を枠組み化して）」「２ 全員を授業に参加させる片々の技術」「３ 手

立ての根拠を『技術・原則』という形で」指導案の中に取り入れることを奨励している(４)。 
もちろん，こうした提言は授業研究分野の発問，指示の吟味という点で成果を上げたと評価できるし，従来の指導

案に比べて，第三者がすでに成功した授業を「そっくりそのまま」再現する可能性を高めたと言って良い。しかし，

指導案通りの反応が子供から返ってこずに予定されていない方向へと授業が展開する場合もあるに違いない。なぜな

ら，原実践を行って成功した教師と，再現しようとする教師が違う教師だからだ。指示一つにしても，表情も違え

ば，声量，立つ場所なども違う。また，原実践が成功した教室の子供たちと，再現を試みようとする教室の子供たち

が違うという点が何より重要だ。 
原実践とは「教師のパーソナリティー」「子供のパーソナリティー」「学級の状態」が違うのだから，再現しようと

する教師が原実践と同じ効果を生み出すことは，正確にはできないのだ。「再現する可能性を高めた」とは文字通

り，「高めた」というだけで完璧にトレースできるというわけではない。 
つまり，授業がうまくいかない教師に，授業がうまい教師がサポートする場合は，手法を単に伝えるだけではその

サポートはうまくいかないということだ。 「その学級の担任は，子供たちにどのような願いを持っているのか」，

「それに対して子供たちは今どのような状況にあるのか」，「そこでどのような授業をすべきであるのか」という点を

明らかにした上で，授業の手法を共にカスタマイズしていくようなことが，支援者には必要なのである。 
 

 

３ 教師の困難とその支援 

 

３．１ 困難を感じている教師の困難 

 学級経営に困難を感じ，支援を必要としている教師に，単に助言することで，その困難な状況を克服することは実

のところむずかしいということを論じた。ここでは，学級経営に困難を感じている教師の困難さがいったいどのよう

なところにあるのかを論じ，更にどのようにアプローチすれば，支援を必要としている教師の困難な状況が改善され

るかを論じたい。 
 学級経営に困難を抱えている教師は，しばしば「どうやって指導したら良いのでしょうね」と尋ねる。こう聞かれ

ると周囲の教師たちは手法を尋ねられていると感じるので，自分の成功体験からくる手法を助言するのだ。しかし，
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こうした助言が効果をもたらさないのは，既に論じた。だから，も

しも手法が困難さの本質で，手法を改善することによってのみ，こ

の「困難」が改善されるのであれば，それを克服することはできな

いという結論にいたる。なぜなら，成功する手法を正確に伝えるこ

とも，それを再現することもむずかしいからだ。また，成功した手

法が成功した条件と同様の教室など存在しない。 
 しかし，困難さを抱えている教師の困難さは，本当に手法の問題

なのだろうか。試みに，教師の手法の選択や実行に関わる様相をモ

デル化してみる（図２）。最も表面にあり，他者からも見えやす

く，本人も自覚しやすいのが「手法」である。この手法は教師の願

いから派出するものである。例えば，「もっと，忘れ物を減らした

い」（願い）から，「忘れ物をする度にシールを表に貼り付けてい

く」（手法）を選択するに至るというわけである。しかし，さらに

深い層がある。これが，「価値観・信念」である。前述の例で言え

ば，「もっと，忘れ物を減らしたい」のは，なぜかといえば「忘れ

物が少ない子供の方が将来にわたって自立し，幸せになれるはずだ」という（価値観・信念）持っているからだとい

う構造になっている。 
 こうしたモデルを考えてみると，困難を抱えている教師の困難さが手法だけの問題ではないことがわかる。先の教

師が抱えている困難さは，手法の誤りは当然ではあるが，その手法を選択させた教師の願いや価値観・信念の誤り，

貧困さなどもあげられるであろう。また，手法と願い，価値観・信念とのズレも考えられる。「忘れ物をする度にシ

ールを表に貼り付けていく」という手法と，子供を自立させたいという信念が整合していないのだ。 
 
３．２ 「対話」的な支援 

 私は，数年前にある初任段階教員の指導教員だった。実際に次のようなやりとりがあった。 
 

「忘れ物を減らしたいということだけど，忘れ物はどうしたら減らせるだろうね。」 
「忘れ物をする度に表にシールを貼って，１０個になったら家庭に連絡したらどうでしょう。絶対に忘れ物し 

なくなると思うんですよね。」 
「なるほど。ところで忘れ物をさせたくないのは，なぜなの。」 

  「それは，やっぱり身の回りのことはちゃんとできる方がいいですよ，将来困りますし。それに，忘れれば，勉

強でも困りますし，隣の子の迷惑にもなります。」 
  「その通りだよね。将来困るよね。将来，その子が困らないようにしたいよね。それで，シールを貼ったとし

て，将来，その子は忘れ物をしなくなるかなあ。先生が，担任じゃなくなったとき。家庭に連絡が行かなくな

ったときに。」 
  「ううん，それはちょっ

とわからないですね。」 
  「そうすると，先生が担

任じゃなくても，先生

の手を離れてからも，

その子が忘れ物をしな

いような方法を考えら

れるといいよね。だっ

て，先生は，将来困ら

ないようにって言って

いたもんね。」 
 
 この教師は，「じゃあ，忘れ

物しない方法を子供たちに話

し合わせて，効果のある方法

 

⼿法

願い

価値観・信念

 

⼿法

願い

価値観・信念

支援者 対話 

図 2 教師の手法の選択や実行に関わる様相モデ

ル 

出所 筆者作成 

 

図 3 対話による支援モデル 

出所 筆者作成 
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ナンバーワンを決めるっていうのをやってみます」という代案を最終的には自分で提案した。更に，その後，その手

法を採用した結果についても，一緒にふり返りを行った。このとき，筆者が行った支援は，対話しながらなぜその

「手法」を選択しようとするのか，さらにその教師の「願い」を豊かにしたり，「価値観・信念」を確かにしたり，

「価値観・信念」と「手法」を往還させながら自分の考えを吟味させるような働きかけになっていると言って良いだ

ろう。（図３） 
 

３．３ 対話による支援 

前述したような工学的なコミュニケーションモデルの代案となるのは，社会構成主義と呼ばれるメタ理論である。

社会構成主義（５）は，コミュニケーションによって物事は意味づけられ，人々の行動はそれに従ってなされるという

考え方を背景とする。この考え方を参照すれば，学級経営に困難を抱える教師への支援におけるコミュニケーション

は，工学的な情報伝達モデルによって伝わる事柄（主に教育の手法）がある一方で，教育観，指導観，子供観，願

い，価値観・信念といった教師のビリーフを形成するような概念は，社会構成主義的なコミュニケーションモデルを

背景に行うべきであると言える。中原・長岡（2009）は，「物事（客観的事実）が意味づけられていくコミュニケー

ションのプロセスを探るとき，意味を創造共有していく効果的な方法として見えてくるもの，それが『対話』です」
（６）と述べている。 
つまり，社会構成主義的なコミュニケーションの効果的で有力な手法が「対話」であるということだ。 

 困難を抱える教師への支援は，これまでの工学的なコミュニケーションを超えて，対話によって，客観的事実（教

師の教育実践や子供の姿）を意味づけ，教師自身の「価値観・信念」を豊かにしていくというプロセスを探求する必

要があると考えられる。また，こうしたコミュニケーションを組織的に具現するとき，同僚間に交換される教育に関

わる情報が互いにとって，さらに有意義となるであろう。 
ケネス・J・ガーゲン， ロネ・ヒエストゥッド（2015）は，クリエーティブでイノベーティブな組織作りについて

次のように言っている。「創造的な成果を最大限得るためには，情報伝達ルートを開放的なものにして，情報共有が

組織全体を通じて行われるようにしなければならない。『あなたが知っていることを私が知ることで，私の前に新し

いドアが開けるかもしれない』のである」と指摘する（７）。情報伝達を「対話」という手法を活用して行うとき，困

難を抱える教師への支援がよりいっそう効果的になるものと考える。これが，筆者が考える教師への支援の哲学的背

景であり，手法として対話を用いる理由である。 
 
 
４．おわりに 

 
 指導的な立場にある教員が，被指導的な立場の教員へと，有効と思われる教育に関する情報を一方向的に伝達する

というこれまでモデルを乗り越える。それは，教師間の信頼をもとにした関係の中で，客観的な事実（教育実践や子

供の姿）を対話によって意味づけ，支援される側の教師が自ら「願い」を豊かにしたり，「価値観・信念」を漸次刷

新したり，また「価値観・信念」と「手法」を往還しつつ，それぞれを吟味できるような支援へと変化させていくこ

とで可能になる。これが，本稿において筆者が主張する教師への支援の根幹である。 
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�̨ɅCĈ?J-�I	%JCǌȶǌ̪DſȾȘã4F�2ǔŰɂ1ưŕ4̚2ȖɅ�JI�̨�É¥ɂ2ÒƱ�J

-�I	Ąs\e�zʟǟ2ƺ˩�J-�-ǈŬ4̎.5ɇőɂ2ɌąŸ�̶�̽îÜM­̮"I̚2ˠǕMȶʽ 

-�'(�D"��/̽˝đ̨Ʌ� 20̨Ʌ/ɇőɂ2ŗ1�̽ėɫʔ4ǜ̎ɂxƎȶɂ˛ƭ�Ŗ���/C9?�

- �̽ʋɵxǼɵaRbVs\e�MC/2˝đɹˏǱMʪ��// '	  

 

 

e� XA�<B�

 

ecd� �+�

ecdcd� )LM$�#S/V����a����i��b 

ǳȹxŠȹ(2013)�̈�͇Ǽʩ(2011)4�ʋɵxǼɵaRbVs\e�MC/2§ơ 'łɺʀĔºĆʜŨ˅®Zy

e̺ʭ 1	ʭ 125ą̄Ʌ4ˁ˭ʄʿ̉1G82Ƈ˭"IĘĿÐǮƇ4ą̄Ʌ4ĘĿ˛ʣ̉M©$-ɐ -�I 	̻˝

đ̨ɅMƷȸ"I2�'H̽ǈŬx±ʚʔ/Ŀ0C/4̏¯2+�-�ʷɰṀʸ 'ưŕɂ1��LH�/�ƎƖ

Ṁʸ 'þŌɂ1��LH�4 2 ĘĿ�ƬÏ�J'�ŦxʴŠx̶ǽ(2009)2FIǈŬȸřŸ1G82̽łɺ.4

śƎĢ2̏ -ǈŬ�GʼŏĀʛ1˝đMĈN.�I̽ȡȎ(2002)(10)�F8ȒǫxȄʨ(2012)(13)2FIÄɢȸřŸ/

ǩˏǱ.ªȸ�ň4˝đ̨ɅMȭĂ '	%4ʁǰ̽ǈŬ�GÄɢ;4þŌɂ��LH̽łɺÊ4ʷƆ1G82łɺ

ʀĔ2F*-˻ơ�JI<�Äɢɇ�̎4̏¯4|ʔMđ�˝đ/ -@'ǜ̽ªȸ�ň4˝đ̨Ʌ2Ƕɣ1·HD

�ˡ51�/Ôǐ '	Âʪ"IǳȹxŠȹ(2013)4ˏǱ/4˴ʇƓMʓƞ"I//C2̽ėüȳM}�I'B2C

ǩˏǱ;4ėɫ�ėɫʔ4ǩä4ĺ�21I�/MǶÜė̀"I'B̽˝đ̨Ʌ4ˮÞ5ʪL1�*' 3)	  

ecdce� %JQ�)L�.6a����i�b 

łɺʀĔ/̏˴"IĀʛƓ4�IǈŬø8łɺ4ŞƓ	É¥ɂ25̽Q2-1 Q1-1͆20 2ėɫ"I̚29H��*'

łɺ̺ȵġ?'5ǡƇ2ƭ� 'łɺ̻4łŲ̽Q2-2%4łɺ4�ǋ̽Q2-3%4łɺMƭ� 'ǜǦ̽Q2-4%4ł

ɺ4łɺʀĔ4̩ˏ�2+�-4ǈŬ4Ôǐ̽Q2-5%4łɺMƭ� 'ǜȪ.4˱ɬçäŲǋ	 

 

ece� FK 
%J<B�

ˏǱȸɹ25ȫˁąŻMȸ�̽ėɫǒȕ5 Q1 2+�-5"<-4̨Ʌ. 4 �ȕ �̺4.�+C%�.�I���1.Æ

�%�.51��̻ MƷȸ '	Q22+�-5˝đ�/2˿ƪʘ�ȿ1I4.ʭ 22̽ā˿ƪʘ4ŉȤŸǋ1G82

ɇőŸǋ/©$-ɐ"	Q1Í̬25��1'�ȵġƭ�M -�I̺ȵġƭ�M1�*-�1�ĪĂ5ǡƇ2ƭ� 

'̻łɺ.̽�~2Ʊ�IF�1�/�04ɚŸ̭ʌ2˞�*-�'�̽́�G̓4�-5?I/�K2�M+�-

�(��	�?Hȟ�ʓ�#̽ɆƜɂ2ėɫ -�(��	�/ǈɐǍMƳÅ '	Q2Í̬25�%4łɺ4É¥ɂ

1�/2+�-ǈ�-�(��	�/ǈɐǍMƳÅ '	 
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ecf� ��Q�*=<B�

̄�/ėü25̂˯ʜˁŻMƷȸ ̽2015Ų 7Ǣ2̽�3-�GɎɞ}4�ș4�IȵʗxÀʗ4ÇɠŖłǲ̋1

G82%4ɾ�4ÇɠŖłǲ̋2Ǎǟ.îÜM­̮ '	­̮Ǎǟ25̽Ɏɞ4ˠǕ̽łǲxǈŬ/CîÜ��ƚ. 

� 
 ���� �
������	����������

 � ĘĿ˛ʣ̉� � � �

No. ĭ� ǋ 
F1 

þŌ 

F2 

 +� 

F3 

čD� 

F4 

əŶ 

È˱

Ɠ 

ű�

ģ 

ǹȦ

·ŧ 

18 ǈŬ5Æ-4Ŀ¬/�K�K1�/Mˇ -�I .644 -.064 .149 .007 .473 3.197 0.642 

8 
ǈŬ5Ŀ¬4ʠ�ȪM �'H̽ʳB'H -�

I 
.483 .169 -.079 .147 .376 3.433 0.598 

5 ±˗ʔ5ǈŬM²̮ ̽Ƒƾ -�J-�I .469 .015 -.075 .227 .326 3.347 0.620 

12 
ǈŬ�Ŀ¬4Ɂʾ2ǩȍ.Ɯã 'H̽Ŀ¬2˛

�-ƕ �*'H -@$IỊ̄��I 
.449 .133 -.035 .016 .255 3.243 0.735 

14 ǈŬ5�@ǜ̎2Ŀ¬')/F�˶N.�I .441 -.056 -.011 -.061 .164 2.673 0.877 

11 Ŀ¬')5�@ǜ̎2tytMń*-˶N.�I .136 .627 -.146 -.012 .370 3.200 0.526 

13 
ƴ̕Dʃ̱̺Ǜ̱̻4ǜ4Ŀ¬')4ã�5ɻǖ

�ʤ)Ɋ�-�I 
.097 .461 .025 .260 .476 3.041 0.690 

6 
Ŀ¬')4̤ɮDǪ4�x~xċH̽ɨÅJ̽u

bTyD¹4ĻǨ105"*�H/ -�I 
-.043 .408 .033 .210 .294 2.962 0.548 

15 
tytMB�*-Ŀ¬')����(̽��(�

/Ƞ�"I�/��I�������R 
-.063 .373 .044 .080 .178 2.820 0.794 

19 Ŀ¬')5Wtyk.�ʠ�łʒM˵B-�I .193 -.103 .565 .088 .413 3.144 0.654 

17 
ǈŬ2ő -̽Ŀ¬')5Ǌˋ̺{Őˋ̻.ˇ 

-�I 
-.101 .009 .382 .191 .208 2.823 0.725 

3 Ŀ¬5Ɂʾ"I/�̽ǈŬ(�2ˇ -�I���R -.021 -.065 .348 .121 .132 2.742 0.722 

1 Ŀ¬')5łʒ4tytMń*-�I -.063 .213 .106 .508 .447 3.210 0.508 

16 
ǈŬ4ˇ25=/N04Ŀ�ǗI�ʭƖ.ʕMº

�-�I 
.298 -.042 .141 .478 .490 3.223 0.597 

4 ǈŋ2ǗI�ɥ���H̽Ǟ�LG�51� .157 .017 .017 .384 .233 3.549 0.679 

2 
ź~Dǥ�ǜ2��IĿ¬')4ǌÒ5̡�2.

�-�I 
-.096 .112 .352 .395 .430 3.038 0.662 

7 
ǈŬ�ˇ"/�̽Ŀ¬')5̡�2ǈŬ4ǒMʶ

-ʖ�-�I 
-.072 .343 .147 .431 .525 3.142 0.609 

10 
ǥ4�̽ɿLH4�5Ŀ¬')(�.̽-�7�

/˵B-�I 
.033 .408 .523 -.207 .589 3.203 0.834 

 ĝǣ¶ 5.143 1.598 1.123 1.022    

 ō�ȳ(%) 28.571 8.876 6.239 5.677    

 ɽɜō�ȳ(%) 28.571 37.447 43.686 49.363    

 ĘĿ̎ɇ̏    F2  .373       

 F3  .366 .575      

 F4  .373 .472 .365     

9 Ŀ¬')5ù˻�.�1�ǜDĴǇ 'ǜ2ß�Ă�  3.344 0.632 

20 Ŀ¬')4ˬ�D���+5̽ȆÑJF�  3.061 0.658 

� R5û˥̨Ʌ� � � � � � � �
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T �� �� !_H�[7R�*D39�I-39�

1.łŲ 1Ų 2Ų 3Ų 4Ų 5Ų 6Ų 
 59(14.9%) 77(19.5%) 61(15.4%) 69(17.5%) 58(14.7%) 71(18.0%) 

2.Äɢǋ 
1.10�~ 2.11͆20 3.21͆30 4.31͆40 �  �  

7(1.8%) 8(2.0%) 201(50.9%) 179(45.3%)   

3.ƭ� 

ǜǦ 

1.ȵġ 2.1ŲÚ 3.2ŲÚ 4.3ŲÚ 5.4ŲÚ 6.5ŲÚ͆ 

280(70.9%) 46(11.6%) 11(2.8%) 6(1.5%) 15(3.8%) 37(9.4%) 

4.̩ˏ� 
�  0)G�/��6 �  �  �  

1.̩ˏ 2.̩ˏ 3.�ˏ 4.�ˏ   

 111(28.1%) 224(56.7%) 47(11.9%) 13(3.3%)   

5.çä 

Ųǋ 

1.1Ųǧȥ 2.1͆5 3.6͆10 4.11͆15   

17(4.3%) 52(13.2%) 73(18.5%) 53(13.4%)   
 5.16͆20 6.21͆25 7.26͆30 8.31Ų�}   

 53(13.4%) 63(15.9%) 47(11.9%) 37(9.4%) �  �  

�I�/̽ėɫ5ȫˁą.ėɫÊŌ5łǲxǈŬ/Cëą.Îȶ�JI�/MǗˁ ̽�ʽ�ƊGJ'łǲ�/2Ə

ʵ́ǋ4˝đɹ/ˬ²ȸŒɪM˯�̽łǲï£.ŉǓ̽ˬ˯ -CG*'	Ɏɞ4ˠǕ̽ėɫ��ƚxȫˁą.�H

ëą.Îȶ�JI�/5˝đɹÍ̬2CǗˁ '	ėɫʔ4˛ƭMʓƞ -˝đ5 10.5nPwe. A4ȸɹ 2̦̺�

̣ð×̻2��BI�// ̽ʭ̣ǡ~Ȉ2ʯ̣2C˝đ��IǕǗˁ '	ĄŲ 9 Ǣ?.2 32 ǲ̺éȜ˺ 29̽ʐ

̳ɉ 1̽ɕĵŦɉ 1̽ƛľɉ 1̻427�4ėɫ�ƊGJ'	łǲ¸�G �GJ'Əʵ1˝đɹ4ǯǋMȋǋ/"Iė

üȳ5 76.5%.�*'	�JG4�) ė̽ɫ2ǿǀ�ˊBGJ'C4M̕Į ' 395�(83.2̹ M̻ÐǮ4ő˚/ '	 

�

ecg� %JQ��0�

� ÐǮ2Âɠ)̽łɺ4̩ˏ�2+�-4ėɫʔ4Ðū�ŉƖMûǚ -�I�0��̽Âʪ"IˏǱMC/2Ǵˀ

 '	 

îÜʔ5éȜ˺2̞� -�I4.̽éȜ˺2��I�łɺ��?�Ǿʛ 1�ȱȔ�4Ɂȷȳ2̏"IˏǱ/4

ȭĂMˆ@'	ˑŦxǙ(2004)2FIÆ˺ƔɃˏǱ(16)2FJ6 �̽ʜGƭſ -�IVr\��?�Ǿʛ 1�ȱƝ2

�I̺�*'  ̻�0���/��đ�2ő"I��I�/��ėɫ5 39.9̹.�*'	 � ̽�4ėɫ5˹ö2ƭ

� 'łɺCő˚/ -�I}2̽ėɫʔ4çäŲǋ2̏"IìÐ1Ɩĩ�ĩĊ�J-�1�'B̽Ɇ˫4Ɂȷłɺ

ȳMƹň"I�/5Ě̟.�I	%�.̽�4ʜȓ¥4ˏǱ�G̰ƹ"I�// '	 

�łɺ��?�Ǿʛ 1�ȱȔ�2+�-ʆʇɂ2ˏǱMʪ*'ħȴɉǈʚļĎ�4ĩĊ(2002).5 �̽łɺ��?

�Ǿʛ 1�ȱȔ�4Ɂȷłɺȳ5ȩīºĆ2�I/5��űơ 13(2001)ŲŸ. 0.56%.�I(17)	Ȍ˨ɂǑ �ǼȚ

Ū4ˏǱ(2009).C̽űơ 19(2007)ŲŸ4Ɂȷłɺȳ5 1.60̹.�I(18)	ǩˏǱ4��ˏ�3.3%5�JG4ǋ¶M}

ė*-�H̽ňʑ 4)2FH��?�Ǿʛ 1�ȱȔ�2ˈſ 1��Ɲ�ɇſǋ�I/ -C̽ñƗ -�'̩ˏ1

łɺ2ėɫ�·I�Ɲ5ė̀.�'/Ôǐ '	 

 

 

fc�?N@�P,�

�

fcd� &(�8��

ą̄Ʌ4ˁ˭ʄʿ̉MɬÏ 'Ƈ2̽˝đ̨ɅMǌȶ -Ƿ˳ɂ2ƨƽ"I'B2ĘĿÐǮ̺�ĘĿȕxkuob

V\ė˥̻Mʪ*'	ĝǣ¶ 1 �}MĦȦ/ -ʽ̆2ɋɈ41� 4 ĘĿ�ƬÏ�J'	'( ĝǣ¶4ȣʮȱȔ

̺5.792 �1.600�1.142�1.027�0.989�0.914�0.884͇͇͇̻�G 5 ĘĿʽ4ĀʛƓCƶ̕.�1�*''B̽5 ĘĿʽ

MƷȸ -ÌŸĘĿÐǮMʪ�̽5 ĘĿʽ4ʽ̆�Ě̟.�I�/Mɏˊ '	%4}.�G'B- 4 ĘĿʽMƷȸ

 ̽3 ŸɅ4ĘĿÐǮMʪ*'	4 ĘĿ�#J2CĘĿ˛ʣ̉�.300 ǧȥ(*' 2 ̨ɅMÙ̕ - 4 ŸɅ4ĘĿÐǮ

Mʪ�̽ƬÏ�J' 4ĘĿMƷȸ '	'( ̽ʲǋ4ĘĿ2.300�}4ĘĿ˛ʣ̉Mɐ ̽%JG4ŧ�.1502ȥ

'1�*' 3̨Ʌ5~£řŸ/ -Ʒȸ 1�*'̺ʭ 1 	̻ 
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ɦ 1 ĘĿ̺ĝǣ¶ 5.143, ō�ȳ 28.571̹, �=.649̻25�ǈŬ5Æ-4Ŀ¬/�K�K1�/Mˇ -�I��ǈ

Ŭ5Ŀ¬4ʠ�ȪM �'H̽ʳB'H -�I�/�*'̽Äɢ/ɜǶɂ2ʻ �1K�/"IǈŬ�G4»��

��̶�˛ʣ̉Mɐ '	łɺʀĔ2��İʵƓ�ÿ��GˊBGJ-�'þŌɂ��LH̽̈ �͇Ǽʩ(2011)4�Ǽ

ɵ�̽ �ŦxʴŠx̶ǽ(2009)4�ƎƖṀʸ 'þŌɂ1��LH�2ɇſ"IĘĿ.�I	�JM�þŌɂ��L

HĘĿ�/Čą '	ɦ 2 ĘĿ̺ĝǣ¶ 1.598, ō�ȳ 8.876̹, �=.614̻25�Ŀ¬')5�@ǜ̎2tytMń*

-˶N.�I��ǥ4�̽ɿLH4�5Ŀ¬')(�.̽-�7�/˵B-�I�ɩ̽�G�!BňBGJ'tytM

ǈŬ4%4̃Ÿ4ưɐ1 2˾ń.�-�I�0��2��LĮɅ�̶�˛ʣ̉Mɐ '	�JM�Äɢ4 +�

ĘĿ�/Čą '	ɦ 3 ĘĿ̺ĝǣ¶ 1.123, ō�ȳ 6.239̹, �=.429̻25�Ŀ¬')5Wtyk.�ʠ�łʒM˵

B-�I����9�15C��23;�#A��#B6"15,?+7C�!%8><9��*�!%:�%&�9--@?'

�.)�ĘĿ˛ʣ̉Mɐ '	ǈŬ/4ɯŸ�I��LHMĈB-łɺÊ4čD�1z¥Ɯ�̅ơ�J-�I�0�

�2��LIĘĿ/ʽ̆ �̽čD�1łɺĘĿ�/Čą '	ɦ 4ĘĿ̺ĝǣ¶ 1.022, ō�ȳ 5.677̹, �=.616̻2

5�Ŀ¬')5łʒ4tytMń*-�I��ǈŬ4ˇ25=/N04Ŀ�ǗI�ʭƖ.ʕMº�-�I�/�*'̽

ǈŬ�Ąŭ -�IỊ̄.Äɢ�tytDogyM˾ń -�I�0��2��LĮɅ�̶�˛ʣ̉Mɐ '	�ə

Ŷ�IłɺĘĿ�/Čą '	�~%J&J�þŌ�� +���čD���əŶ�ĘĿ/Ƚˁ"I	 

řŸ4²̮ƓMɐ"�¯ǋ5ʉ!-¤�¶/1*'�̽ȶȺ/ -ėüȳM̶BI'B2˝đǋMƩ��IMƊ1

�*'�/̽%J2¡*-~£řŸ̨Ʌ�ŗǋ.�I�/Mưǁ.�I	Ȱ2�čD��ĘĿ4�¯ǋ�¤��̽�

JMÐǮő˚�G̕Į"I�/5̽łɺÊ4z¥ƜD�ßɂ�̎̏¯Mȫʸ -ÐǮ"I�/21H̽łɺʀĔ4ʓ

ŏ/ -5ȵŉ2ò�1�C4/1I	˫Ų.5�¯ǋ2ĦȦMňB-ĦȦ2ȥ'1�ĘĿMTbeSj"Iǂ§4

ĂȶƓ2ɀʑ�ĉ�J-�I(19)�/Cʓƞ - 4ĘĿMƷȸ ̽�¯ǋMʱņ̽�Ǡ"Iǒȕ4z+/�JIÈÐǉ

Ƿ˳ÐǮMƇȈ.ŉǓ"I�// '	 

 

fce� `X	��;��5^�

�ǈŬ�04F�1łɺM̩ˏ(/ʶ1 -�I��/�̽ǈŬ4ʼŏ2FI/łɺ504F�1ȱƝ.�I��5̽

ŎƸ2̏˴ -�I�õŎ2êÕ -˒!1�J61G1�	%�.?#Úʔ2+�-̽ǈŬ�Ôǐ"IłɺʀĔ4

̩ˏ�(Q2-4	�~�̩ˏ��/Ƚˁ̻2āĘĿ�04ɚŸƃ̥Mø> -�I�MǗG�2"I'B2̩̽ˏ�̺û

˥̨Ʌ4ÎȶȢ@̻MɅɂĭǋ/ -̇ėůÐǮ̺\cbkvP]ȕ̻Mʪ*'	�þŌ�� +���čD���əŶ�

āĘĿ4~£řŸƊȪ̺û˥̨Ʌ4ÎȶȢ@̻1G82̩ˏ�2ƃ̥Mø>"ĀʛƓ4�IǈŬxłɺ4ŞƓ̺Q2-1

łŲ̽Q2-2�ǋ̽Q2-3ƭ�ǜǦ̽Q2-5çäŲǋ̻MˌǗĭǋ/ '̺ʭ 3	ʭ 325̽Ƈ2ʪ�ÈÐǉǷ˳ÐǮ4q

dt§ơ4Ƥ��H/ - 4ĘĿ%J&JMɅɂĭǋ/ -ʪ*'̇ėůÐǮ4ʁǰM©$-ɐ -�I 	̻ 

%4ʁǰ̩̽ˏ�2ő - 4ĘĿ"<-�G4ǣƚ1ȃ4ǹȦ·ėů¯ǋ�ˊBGJ'	%4ʅő¶5�əŶ�.

ǡCİ�� Ȁ̽�.� +��

�þŌ�̽�čD��.ǡCŖ

��*'	�J2FH̽ƬÏ

�J' 4 ĘĿ4�)̽ǈŬ�

łɺʀĔ4̩ˏ�MÔǐ"I

̚2ǡĊʸ -�I4�

�əŶ�.�IĀʛƓ�ɐ�

J'	ʜȺŸ³ȃȢ R25.375

/1*'	VIF 5 1.242͆

1.540̽˃ŌŸ5 0.649͆0.805

.̽ˌǗĭǋ̎4į̇ÈʊƓ

4đ̯51�/Ôǐ�J'	 

 

fcf� &(I��5^]��

ǈŬ�əŶ4�IłɺM̩

ˏ(/ʶ1 -�IĀʛƓ5ɐ�J'C44 ł̽ɺʀĔ4Ʌǹ/ -ʶI/� �̽əŶ�Mǡɿɂ1Ʌǹ/5ʶ1 2

��	ƬÏ�J' 4ĘĿ4�) Ä̽ɢɇ�̎4z¥Ɯ2��LI Q1-3�Ŀ¬5Ɂʾ"I/� ǈ̽Ŭ(�2ˇ -�I�

D�ßɂ̏¯2��LI Q1-19�Ŀ¬')5Wtyk.�ʠ�łʒM˵B-�I�M~£řŸ/"I�čD��4ǒ

T �� !'9�HG'9�
�\%1�?N@�

 ($0 F1�� F2 14/ F3�=- F4 � 

F1�� .136 * -  .141 ** .131 ** .257 + 

F2 14/ .184 ** .151 ** -  .153 ** .329 + 

F3�=- .091 * .118 * .148 ** -  .236 + 

F4 � .369 ** .301 + .357 + .282 + -  

Q2-1 ��       .216 + -.164 + 

Q2-2 �� -.111 **   -.108 *     

Q2-3����   .172 + .093 *     

Q2-5
	��   -.231 +       

ʜȺŸ³ȃȢ R2 .375 ̼ .266 + .296 + .237 + .371 + 

��;���
��� 

*:p<.05, **:p<.01, +:p<.001 
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�FḢʵ.�I	�əŶ�M5!B/"I�4 3 ĘĿ4~£řŸ̨Ʌ

5čD�1łɺMŉȵ"IƤȈ/ -£ʎ,�GJI	 

Ȱ2 �̽þŌ�4~£řŸ̨Ʌ4į�5 Ä̽ɢ4ûƑ5/C��ǈŬ�

GĻBGJIC4.�H ǡ̽CÓȅɂ1ƤȈ/ʶ1 �I	?' �̽ +

��4~£řŸ̨Ʌ� Q̽1-13�ƴ̕Dʃ̱̺Ǜ̱̻4ǜ4Ŀ¬')4ã

�5ɻǖ�ʤ)Ɋ�-�I�D Q1-6�Ŀ¬')4̤ɮDǪ4�x~xċ

H̽ɨÅJ̽ubTyD¹4ĻǨ105"*�H/ -�I�5´
4

Äɢ2ɆƸŉˣMȏBI�/�.�IȷȘʷƆ.�I	%4ȷȘʷƆM

�*��/ -łɺÊəŶMƀơ ̽%4əŶMC/2Äɢ4�ßɂ1

̏¯Mƀơ"I̽/��ưŕ˹ɚMƘň"I�/�.�I	Þ�-̽�

ßɂ̏¯5łŲ˵ʪ̺Ɂ˻Ȉ̙̻2¡*-FHƀơ�JD"�1I/ƹ

Ȥ.�I�/�G̽�JG 4ĘĿ(�.1��łŲ�4�čD��;4

ƃ̥Mɏˊ"IƏʵ��I	�}MʉĂ '�ˌqdtMĜ 12ɐ"	

�4̏¯�ŉ̚2ơHɠ*-�I�0��Ǵˀ"I'B2ÈÐǉǷ˳Ð

Ǯ̺ǡŘƹňȕ̻Mʪ��// '	 

'( ̽āĘĿ4̎25ɇ�ʷňɂ̏¯M�ň.�I	'/�6̽ǈ

Ŭ�Äɢ2ő -þŌɂ.�K�/àÜ"I�/2F*-ȷȘʷƆ4ƍ

ŷM°"̺�LEI�=B-¢6"�̻ (�.1�̽ȷȘʷƆDłʒʷƆ

�ƍŷ�J-�I�/.ÄɢM=BI�/(Q1-8)DÄɢ/4�ˇD˶8

4ǜ̎Mɏ±"I�/(Q1-14, 18)�Ōǘ21I	4ĘĿ%J&JMɅɂĭ

ǋ̽�4ĘĿ/ǈŬxłɺ4ŞƓMˌǗĭǋ/"İėůÐǮ2F*-

C 4̽ĘĿ̎4ɇ�ʷňɂ̏¯�ɐď�J'̺ʭ 3	VIF1.027͆1.492, ˃

ŌŸ 0.675͆0.975 	̻ 

%�.̽�ˌqdt2 4ĘĿ̎4úǒĆ4i\/ʭ 3.ǣƚ1ǹȦ˸

ėů¯ǋ�ƊGJ'ǈŬxłɺ4˓ŞƓ�GāĘĿ;4i\MÞ�-Ð

Ǯ p̽>.05/1Ii\MÙ̕"Iǂ§MʍHˬ '	ǡɿɂ2Ĝ 22ɐ

"qdt2��-̽"<-4i\¯ǋ̺ǹȦèƹň¶̻2̏ -ǣƚ1

ʁǰ�ƊGJ'(p<.001)	CFI=0.949̽RMSEA=0.037̽SRMR=0.047 .̽��A3ȥˡ.�I˽ĂMɐ '	95̹²̮

ê̎5 0.215͆0.918.�H̽ŉ˝ɂ1ƃ̥̏¯��IĀʛƓ�ɐ�J'	 

� �ˌqdt.Ƙň ' �̽þŌ��G�čD��;4ǣƚ1i\¯ǋ5ɏˊ.�1�*'	�əŶ��G4@ �̽čD

��;4ǣƚ1i\¯ǋ�ˊBGJ �̽əŶ��G�čD��;4ɆƸ4ƃ̥4ĀʛƓ�ɐ�J'	zǒ �̽ +��

�G�əŶ�;̽1G82�þŌ��G� +���əŶ��ĘĿ;̽ǣƚ1i\¯ǋ�ˊBGJ'	�4�/�G̽

�þŌ�� +���ĘĿ�G�čD��;5 �̽əŶ�;4i\M˱!'̎Ƹɂ1ƃ̥4ĀʛƓ�ɐ�J'	 

 

 

gcO"P,�

 

� ĘĿÐǮ4ʁǰ�G5̽ǈŬ4ʼŏ2��-5ʷƆ4ƍŷ/Äɢ̎4�̎̏¯��ĀÐ.�I�/�ɐď�J'	

�þŌ�5Ǎŀ˱HǈŬ�G4þŌɂ��LH �̽ +��5�/ -Äɢ´
4ȷȘʷƆ4ƍŷ2��LI42ő 

-̽Äɢ̎4�̎̏¯2̏"ĮɅM~£řŸ/"I�čD���əŶ�4�ĘĿ5̽/C2ǈŬ2ő"IÄɢ�G4

ɯŸ�I��LHMC~£řŸ/ -�'	�čD��25̽Äɢ̎4Ëȥ1�̎̏¯Mɐ"�Wtyk.�ʠ�(Q1-

19)�//C2ȷȘʷƆ4z+.�I�ǈŬ;4Ǌˋ(Q1-17)��̶�˛ʣ̉Mɐ '	�əŶ�2C�ǗI�ʭƖ(Q1-

16)��ǗI�ɥ�(Q1-4)�//C2�łʒ4tyt(Q1-1)��̶�˛ʣ̉Mɐ '	?'̽łɺ4�̎̏¯Mʼŏ"I

̚4ǈŬ4ʸȪ�̽ǈŬ̾Äɢ̏¯/Äɢɇ�̏¯2Ð�J-�IL�.51�̽A K�əŶ�4�̺ ÚȽ̻ʕMº

�-�I(Q1-16)�2˚ƌ�JI̡ɂxþãɂ1ƲIʞ�/ �̽čD��4�Wtyk.�ʠ�łʒ(Q1-19)�2˚ƌ�

JI̽FHãɂxʛãɂ1̏LHĂ�/2Ð�GJI�/�ɐď�J'	 

� ÈÐǉǷ˳ÐǮ4ʁǰ�G5̽̋�łɺʀĔM˒!I̚4�ʵ1 2ʼȪ/�J-�'ʷƆ4ƍŷ/þŌɂ��LH

�̽ŉˣ4Ī2��-5�ɠɂ2§ȸ -�IL�.51�ĀʛƓ�ɐ�J'	 

?# �̽əŶ���čD��2ɆƸƃ̥"IĐz4ĘĿ.�I//C2̽ȇI 2ĘĿ�G4i\Cþ�-�I'B̽
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F3�	� F4��
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�������
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ǡĊʵ1ƄÛMǰ'"ĘĿ.�I/ƹȤ.�I	�̩ˏ��MɅɂĭǋ

/"İėůÐǮ4ʁǰ �̽əŶ��G4ǹȦ˸ėů¯ǋ�ǡCİ��ʅ

ő¶Mɐ '̺ʭ 3 ÷ȭ̻�/5̽ÈÐǉǷ˳ÐǮ4ʁǰ/ǌĂ"I/

/C2̽ėɫʔ4ǈŬ')�ʀ̵ɂxɆʼɂ2�4ĘĿ4̇ʵƓMˊ˖

 -�IĀʛƓMɐď -�I	?' �̽čD��2łŲ�G4ǣƚ1i

\¯ǋ�ˊBGJ'�/�G �̽čD��4~£řŸ̨Ʌ5¤x�łŲ.

4ŉȵ�Ě̟.�I/ƹȤ�J �̽čD��2ɆƸƃ̥Mø>"�əŶ�

4~£řŸ̨Ʌ�ÆłŲM˱!-̩ˏ�4ɅŅ2�J-�IĀʛƓCư

ǁ.�I	 

�þŌ��G�čD��;4ɆƸ4ƃ̥�ɏˊ.�1�*'�/�G̽

�þŌ�4~£řŸƊȪ�̶�*'/ -C �̽əŶ�4~£řŸƊȪ�

¤�J6�čD��4~£řŸƊȪ�Ć}"I�/5Ǧƅ 2��	�

4�/5� +��2+�-CĄǸ.�I� �̽ +���G�əŶ�;

4i\¯ǋ4ʅő¶��þŌ��G4%JFHCİ���/�G �̽əŶ�

M˱!'�čD��;4̎Ƹɂƃ̥5 �̽þŌ�FHC� +��4ǒ�İ��/ƹȤ.�I	�?#C*- *�H

/ 'ʋɵMŽ�I<�.�I/"Ï�͇Ǽʩ(2011)D �̽z2ʃ̱̽�2ƴ̕�/��Ĩ(2011)�ĩĊ"IĄ½4ʀ

̵Ø5̽�4F�1 4ĘĿ̎4̏¯Mûǚ 'C4/ʽ̆.�I	 

 � �̽þŌ�2+�-5 �̽əŶ�(�.1�� +��;4i\M� -̎Ƹɂ2�čD��2ƃ̥Mø> 

-�IĀʛƓ�ɐ�J'	�þŌ��� +��2ƃ̥Mø> -�I�/�G̽ʷƆ4ƍŷMþŌɂ��LHFH¾

Â̺Âʪ̻"<�/4ʀ̵Ø25³ȃ4¦Ģ��I	þŌɂ��LH�ʷƆ4ƍŷ2ō� -�I¸̣Cȫʸ.�1

��G.�I	Ȱ2̽�ė4ˏǱ.ƬÏ�J'� +��ĘĿ5̽Äɢ4 +�̺ʷƆ̻�ʪ�Ŝ�-�IȱƝMư

 -�H̽}ƚ~˻ɂxĽĠɂ2̺�L6ȊȬ/ -̻ʷƆ2Ɖ��/MȏBIǈŬ4sy`yZbkʪãMư"C

4.51��/2ȖƚMƥ�Əʵ��I	ǩɎɞ2��-þŌɂ��LH4ƃ̥�̎Ƹɂx̔ňɂ.�I/ɐď�J

'�/5̽}ƚ~˻ɂxĽĠɂ1��LH4ǣáƓMǃƯ"IC4.51�	ǩɎɞ5łɺ2��IʷƆ4ƍŷÉĂ

Mđ�'C4.�H̽ʷƆƍŷ4É¥ɂƤȈ4ź.�IʷƆ4ƍŷMɆƸȏBIǈŬ4sy`yZbkʪã2+�

-5đ�-�1�	%JE�ǩɎɞ5̽ʷƆ4ƍŷMɆƸÄɢ2ʵȏ"I�/4ǣáƓMǃƯCćňC �1�	 

'( ̽ǩɎɞ4ÈÐǉǷ˳ÐǮ2̚ -4ſÓ4�ˌqdt̺Ĝ 1̻�%�.�*'F�2̽�I�5ʷƆ4�

JMʶ˰"�/2��̎̏¯ˏǌ�4F�1ɜǶɂ1ƚʑMʶÏ"Ţ̈xȄʩ(2005)Dɧŝ(2013)�Gˍ@ýJIF�

2 �̽þŌ��G�čD��;4ƃ̥MɆƸɂ1C4/�ň - ?�/ �̽ +��D�əŶ�Mɩ̍2� ̽%J

G4~£řŸ̨Ʌ�˻ơ�J-�1�ȱƝM�Àȍ4F�łɺ�/ʙňɂ2˅®"I�/���H�I 5)	Ȱ2 �̽ 

+���əŶ��ĘĿ�G�čD��;4ƃ̥M�ň 1�̽�I�5Ú�ʔ̺/HL�� +��̻ �G�čD��

2˛4ƃ̥��I/�ǐ"I̺Ĝ 3÷ȭ̻1G6 �̽þŌ�4~£řŸ̨Ʌ(�.�čD��4~£řŸ̨Ʌ4ÊŌM

ŉȵ F�/"I�/C˞�H�I	ǩɎɞ4ʁǰ�G5̽�4F�1þŌɂ��LHz˪µ4łɺʀĔ4Úƻ/1

I�þŌ��G�čD��;4ɆƸ4ƃ̥1G82� +���əŶ��ĘĿ�G�čD��;4˛4ƃ̥5ɏˊ.�

1�*'	zǒ �̽ +���əŶ��ĘĿ�G�čD��;ǣƚ1ȃ4ƃ̥�øN.�IĀʛƓ�ɐ�J'	 

 

 

hcNW�

 

� łɺʀĔ2��IʷƆ4ƍŷ/þŌɂ��LH5 1̽980Ų��̓4�ɭȶǈʚ�TQw^swWoPwf�ʄȳÜ�

4ǒ̊˥Ƽ2ʶGJIF�2ıɘDƲHĿ4�ɣ/ʶ1�J'H̽|̗xăŤxɲô(1977)4 PM ȶ˒4F�2Źǹ

ụ̋4 2˦/ -łɺ2Ȳɠ -ƃ̥Mø>"C4/ʶ1�J'H -�'	ʷƆ4ƍŷMȏBIsy`yZbkʪ

ã2��-ʷƆ4ƍŷÉĂMđ�'ǩɎɞ4ʁǰ5�JG2ő -̽þŌɂ��LH5łɺʀĔ4�1Ʌǹ4z+.

�I�čD��ĘĿ2ő -̽ȷȘʷƆ2ɇſ"I� +��ĘĿDʷƆ2��LĮɅM~£řŸ/"I�əŶ�

ĘĿM� '̎Ƹɂ1ƃ̥4@Mø> -�IĀʛƓMɐ '	?' �̽čD��2ɆƸƃ̥Mø>"�əŶ�25�þ

Ō�� +���ĘĿ/Cȃ4ƃ̥Mø> -�IC44 �̽ +��4ǒ�FHž�ƃ̥Mø> -�IĀʛƓMɐ

 '	�L$-̽łɺÊ4�̎̏¯2+�-4ǈŬ4ʼŏ� �̽ʷƆ4ƍŷ/þŌɂ��LH�D�ǈŬ̾Äɢ̏¯/

Äɢɇ�̏¯�/�*'Ð�ǒ.51�̡̽ɂxþãɂ2ǌ*'łɺ̺əŶ̻/z¥ƜD�ßɂ̏¯M±*-ʛãɂ

2Șã.�Iłɺ̺čD�̻/��Ð�ǒ.ʪLJ-�IĀʛƓMɐ '	�JG4Ɍʶ5̽łɺʀĔ2��IʷƆ

F1	� F2���

��� � �����

�

F3
�� F4��
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/þŌMB�Iʾˌ2̽�ʔ4�hrw\�4ǺɼM˟�'Ȁ4\cy[M̌�ĶǾ/1IC4.�I	 

� 1�̽ǈʚŉˣ}4ˎ̯/ - �̽ +���əŶ�4~£řŸ̨ɅM˻ơ"I̚2�þŌ�/�ɠĀʛ1ǒȕ̽É

¥ɂ2ʾ�6˹Ÿ2ĽĠɂ21G#2ȷȘʷƆxłʒʷƆMɏɠ"IǒȕMǺɼ"IƏʵ��I	̈ �xǼʩ(2011)�

%4ǒȕ2Cʾø -�I(20)C44̽ĻǵŻ�G��A3|ìǔ�Ê21"<��/2̞� -�I	ȵȱ.5ȷȘ

ʷƆxłʒʷƆ�ʅ�#ƿG�̽%4̃Ÿɠ-Ɇ �ĜGJ361G1��/M9?�Iǜ̽ʷƆ2û"IʾãMɝ

D�2ÖȂ ̽Ëȥ2ʷƆ4ɏɠM°"ǒȕ�ʧɜ�JIƏʵ��I	 

 

C�

 

1)õŎ2��6̽ǭ�̃4���ʄȳÜ�25�ÄɢxȷƈMƙ�+�IÜ��Ĉ?J-�H̽ïɸ1ʷƆ4ƍŷ.51�

�̽ǈŬ��syf"I�ɠĪ.�I/Ǘʾ -�H̽ɠĪ4˼�MÚƻ/ '̽þŌɂ��LH/5zʊMȼ"ưŕ

ÜMư -�I/ˍ@ýJI	 

2)ɨʔ5ŉ̚2̽�4ȶȺ2FH˝đɹˏǱ;4îÜMǐGJ'�/��I	 

3)ʭ̣ǡ~Ȉ2ʯ̣2C˝đ��IǕǗˁ '2C��LG#̽ʯ̣�ǧˁÅ4ėɫ�ʲǋėü�J̽ėɫM˛ƭ2Ɯ!I

ǈŬ�ŗ1�1��/�ŏ$GJ'	 

4)�łɺ��?�Ǿʛ 1�ȱȔ�5̽˱Ű4łɺ2��-�Äɢ�ǈŋÊ.åƤ1ʪãM -ǈŬ4ưɐ2ƉL#̽Ƶǵ

�ơɠ 1�10̞̽ęǈʚ/��łǲ4Ǿʛ�ơɠ 1�łɺ4ȱȔ�zňǦ̎ʆʇ ̽łɺƭ�2FI˱Ű4Ƥȕ.

5đ̯ʽȑ�.�1�ȱȔ2ɠ)ʝ*'ĪĂ�/ňʑ�J-�I(21)	 '�*-̽Ƶǵ�̴Ȭ/ -�-CÄɢ̎4�̎

̏¯�ȉ�/ -�-C̽ƭ��ȲÜ.ƵǵMʪ�Iłɺ5��?�Ǿʛ 1�ȱȔ�2ˈſ 1�	 

5)ŉ̚2�Àȍ�F��5 �̽łɺ��?�Ǿʛ 1�ȱȔ�Dˎ̢̯Ɖ�ʪãM̭ʌ2/IÄɢxȷƈMư"̛ˋ.C�I	 
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ǈʚǒȕłɎɞ�39, pp.1-12, ǔǩǈʚǒȕł�, 2013.  

(7) ̈�²ʪxǼʩ̝� : 
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